
松沢病院の緑と世区街 4号線（八幡山駅）

桜まつり（上北沢駅）

下高井戸 5号踏切（桜上水駅）

市場前の踏切（下高井戸駅）

補助 154号線（明大前駅）

玉川上水（代田橋駅）

芦花公園5号踏切
（千歳烏山駅）

芦花公園（芦花公園駅）

1

 

　京王線沿線地域（代田橋～仙川駅付近）は、世田谷区の
北部（一部杉並区を含む）に位置し、都心に近く利便性の
高い地域として今後も一層の発展が期待されます。
　しかし、この地域には道路や公園などの都市基盤整備が遅
れている地域が残り、開かずの踏切による道路渋滞の発生や
地域の分断など、沿線地域は様々な問題を抱えています。
　区では沿線にお住まいの皆さまが生活環境やまちづくりに
どのようなご意見・要望をお持ちかをお聞きするため、「京王
線沿線街づくりアンケート調査」を実施しました。また、各
駅周辺においては地域の皆さんの発意により、街づくり協議
会が発足するなどまちづくり活動が活発になってきています。
　この度、このような京王線沿線まちづくり情報を沿線に
お住まいの皆さまにお伝えするため、「京王線沿線まちづく
り通信」を発行することになりました。今後も沿線まちづ
くり情報を発信していきますので皆さまのご理解ご協力を
よろしくお願いします。

発行：2008 年４月　世田谷区交通政策担当部鉄道立体・街づくり調整担当課

２面・３面   ▶   ❶ 京王線沿線地域まちづくりの課題（京王線沿線街づくりアンケート調査）
４面・５面   ▶   ❷ まちづくりの進め方（沿線地域の位置付け、沿線における駅の位置付け）
６面　　　   ▶   ❸ 地区まちづくりの動き（沿線街づくりの流れ、各駅周辺地区街づくり協議会の紹介）

京王線沿線まちづくり通信京王線沿線まちづくり通信
創刊号～京王線沿線のまちづくりがスタートします～

　昨年 6 月、第 3 回世田谷区「開かずの踏切」解消促
進大会（主催：世田谷区「開かずの踏切」解消促進協議会、
共催：京王線立体化推進協議会）を烏山区民センター
にて開催しました。
　大会では、多くの皆さんの参加により区内で最も多い
23 箇所の開かずの踏切を抱える京王線を重点的に取り
組むことを決議しました。

  世田谷区「開かずの踏切」※ 解消促進大会

※開かずの踏切：ピーク時 1 時間に
　40 分以上遮断している踏切

区長挨拶の様子

会場の様子
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■ 京王線沿線街づくりアンケート調査

　「世田谷区区民意識調査 2007」では、京王線沿線地域付近における日常生活における困りごとに「道

路が狭くて危険」、「踏切がなかなか渡れない」がトップ 3 に入っています。そこで、京王線の開か

ずの踏切問題を踏まえ、道路と鉄道の立体化及び沿線街づくりを検討するにあたり、沿線にお住まい

の皆さまの生活環境への意向や要望を把握するため、昨年 9 月にアンケート調査を実施しました。

　調査票は調査区域内にお住まいの各世帯のポストへ投函（概ね 10 世帯に 1 世帯の割合で無作為抽

出）し、郵送での返送を依頼しました。7000 部を配布したところ、1769 人の方々から回答をいただ

きました（回収率：25.3%）。

アンケート結果の詳細については、世田谷区ホームページでご覧になれます。
http://www.city.setagaya.tokyo.jp/030/d00015497.html

● 調査実施期間：
　   平成 19 年 9 月 15 日〜平成 19 年 9 月 30 日

● 調査区域：
　   世田谷区・杉並区の京王線沿線（概ね 500m）
　   アンケート配布区域

❶ 京王線沿線地域まちづくりの課題

● 開かずの踏切の早期解消を望みますか？
　開かずの踏切の早期解消について、「強く望む」がほぼ 5
割で、「強く望む」と「望む」をあわせると 8 割を上回って
います。

● 自宅周辺の環境についてどのように
　 お考えですか？

　自宅周辺の生活環境について聞いたところ、日
常の買い物などの利便性については、「満足」と「ま
あ満足」をあわせた「満足」が６割を超えています。
　道路や遊び場の整備状況、憩いの空間について
は、「不満」・「やや不満」をあわせた「不満」が「満足」・

「まあ満足」をあわせた「満足」を上回っています。

● 駅周辺の環境についてどのように
　 お考えですか？

　利用駅周辺の状況について聞いたところ、「不満」
と「やや不満」をあわせた「不満」は、駐輪場整備
で６割近く、駅前広場の充足度で 5 割を上回ってい
ます。「商店街の利便性や魅力」については、「不満」
と「やや不満」をあわせた「不満」は 5 割に近く、「満足」
と「まあ満足」をあわせた「満足」を上回っています。



地域交通の円滑化や道路交通環境の改善、災害時
の避難路確保のため、地域の骨格となる道路ネッ
トワークの形成

道路ネットワークの形成
鉄道による地域分断の解消を図り、沿線市街地の
一体化・地域交流の活性化

沿線市街地の一体化

地域の特性にふさわしい交通手段に応じ、駅前広
場や駅へのアクセス道路等、交通結節機能の強化

交通結節機能の強化
まちの中心となっている駅周辺の街並み改善や商
店街の活性化、防災機能の向上を図り、それぞれ
地区ごとの個性を活かした生活拠点の整備

生活拠点の整備

沿線地域の街づくりの課題
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■ アンケート調査の結果から見た各駅周辺地区の課題

・駅周辺商業施設の充実

・駅アクセス性の向上と駐輪場の整備

・玉川上水緑道や和田堀給水場を活かした憩い
の空間づくり

代
田
橋

・駅周辺商業施設の充実

・後背住宅地の環境保全

・街づくりと桜並木の保全との調和　

上
北
沢

・商店街の魅力向上と商業施設の充実

・駅前広場と接続道路の整備

・周辺に立地する学校と連携した街づくり

明
大
前

・駅周辺商業施設の充実

・駅前への公共交通機能の集約

・松沢病院の緑等周辺の自然環境を活かした街
づくり

八
幡
山

・既存商店街の賑わいを活かした駅周辺街づくり

・駅前広場の整備と歩行者空間の確保

・駐輪場整備等による放置自転車の削減

下
高
井
戸

・駅周辺商店街の活性化

・歩行者空間を確保した道路整備による駅アク
セス性の向上　

・芦花公園や世田谷文学館への玄関口としての
駅周辺整備

芦
花
公
園

・駅周辺商業施設の充実

・駅前広場と周辺道路ネットワークの整備

・南北交通（バス交通）の整備

桜
上
水

・歩行者空間の確保及び駐輪場整備による商店
街の魅力向上

・駅前広場と周辺道路ネットワークの整備
　駅及び周辺施設のバリアフリー化

・烏山区民センターを活かした街づくり

千
歳
烏
山



❷ まちづくりの進め方
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■ 沿線地域の位置付け（世田谷区都市整備方針）

　世田谷区都市整備方針における「都市づくりの骨

格プラン」では、京王線沿線地域は、地域生活拠点
に明大前駅、下高井戸駅、千歳烏山駅の 3 駅が位置
付けられています。
　また、京王線沿線の北沢地域、烏山地域の地域整
備方針の基本目標は以下のように定められています。

〈北沢地域〉
①機能の充実した環境のよい拠点の形成
②適切な交通ネットワークの構築
③地区特性に応じた住環境の整備
④農地や低・未利用地などの公共的空間の適切な活用

〈烏山地域〉
①地域の魅力と個性をはぐくむ拠点の形成
②基盤の整った緑豊かな住宅地の形成
③地域をつなぎ、ふれあいを生むネットワークの形成

区の都市整備方針での位置づけ 交通結節機能からみた位置づけ 駅名

地域生活拠点 地域における広域性を有す
る交通結節点

地域の拠点としての広域性を有する交通
結節点として、駅前広場、アクセス道路
などを整備し、鉄道相互や各交通手段と
の結節性の向上を図る。

明大前

下高井戸

千歳烏山

地区生活拠点

地区の交通手段との結節点
バス交通等の端末交通手段との結節機能
をもつ駅前広場の整備を進め、鉄道との
乗り継ぎ利便性の向上を図る。

桜上水

八幡山

歩行者を主体とした結節点
駅前の歩行者空間やタクシー乗り場、自
転車駐車場などの整備を進め、歩行者を
主体とした交通結節機能の向上を図る。

代田橋

上北沢

芦花公園

開かずの踏切 ●

街づくり骨格プラン

2
1
7
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■ 沿線における駅の位置付け

　世田谷区では、沿線の街づくりなどで駅前広場の整備や地区交通計画・施設を検討するとともに残

されている公共交通不便地域※の解消を図っていきます。
　京王線沿線地域は駅間が 1km 未満と短いため、利用者の方々は、拠点性やアクセスのしやすさ、
鉄道ダイヤなどの様々な事柄を考慮し、利用駅を選ばれていると考えられます。そこで、駅前広場の
整備にあたっては、駅の利用圏域を考慮して駅をグループ化し、グループ内の駅相互で交通結節機能
の分担を行い、各駅の特性に応じた駅前広場を整備する必要があると考えています。

※最寄の鉄道駅から 500m 以上、バス停から 200m 以上離れている地域のことを公共交通不便地域と位置づけています。

駅のグループ化

千歳烏山 芦花公園 八幡山 上北沢 桜上水 下高井戸 明大前 代田橋

京王線

世田谷線 井の頭線

バスの主要アクセス方向

バスの主要アクセス方向 バスの主要アクセス方向 バスの主要アクセス方向

駅からの徒歩圏
（半径500m）

バスの主要アクセス方向

公共交通系交通広場を整備する駅

徒歩・自転車系交通広場を整備する駅

世田谷区の都市整備方針や周辺市街地の状況、列車の停車状況などから、大きな利用圏域
を持つ拠点性が高い駅と、利用圏域が小さな駅に分類します。

駅の利用圏域を考慮し、駅をグループ化します。

大きな利用圏域を担い、拠点性が高い駅では、バス等の公共交通系を導入した駅前広場を整
備します。小さな利用圏域の駅では、歩行者・自転車系を中心とした駅前広場を整備します。

  駅の特性から駅を分類します。

  駅のグループ化を行います。

  交通結節機能の分担を行います。

駅の考え方



❸ 地区まちづくりの動き
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■ 沿線街づくりの流れ
　現在、明大前駅、下高井戸駅、千歳烏山駅で、各駅周辺の街づくり計画を考えるための街づくり協
議会が設立され、桜上水駅では、協議会設立へ向けた準備委員会が設立されています。今後、他の駅
でも協議会が設立され、街づくりの機運がより高まっていくものと思われます。

※街づくり協議会は、世田谷区街づくり条例に基づき地区の皆さんや専門家が一緒になって地区街づくり計画の作成・提案
　を行い、街づくりのルールの適正な運用などについて検討することを目的とした団体です。

■ 各駅周辺地区街づくり協議会の紹介

◦ 明大前駅周辺地区街づくり協議会（平成 18 年 12 月発足、会員数約 100 名）
具体的な活動の中心となる運営委員会に加え、駅前商業地区並びに駅周辺住宅地区の環境
整備部会を設置し、松原１･２丁目及び松原５丁目の一部を範囲として地区街づくり計画の策
定に向けた検討を進めています。
〒156-0043 世田谷区松原 2−45−1 明大前ピースメーカーズボックス内
 TEL：03−3323−8121　FAX：03−3323−6514

◦ 下高井戸駅周辺地区街づくり協議会（平成 18 年 10 月発足、会員数約 100 名）
世田谷区と杉並区の住民が一体となって地区街づくりに取り組む当協議会は、会の運営等を話
し合う運営委員会を中心に、二つの部会（地区全体街づくり検討チーム、駅前商店街街づくりチー
ム）により、今年中の地区街づくり計画の区提案に向け、活発な話し合いを毎月行っています。
〒156-0043 世田谷区松原 3−30−12  下高井戸商店街振興組合事務所内 
TEL：03−3322−5945　FAX：03−5300−3347

◦ 千歳烏山駅周辺地区街づくり協議会（平成 19 年 9 月発足、会員数約 70 名）
現在は、運営委員会を月に 1 回開催しています。会員全員が集まる協議会の総会は年に 1 度
程度開催することを予定として活動しています。活動の最初の年にあたる H19 年度は現況と
課題についての会員の皆さんの共通認識づくりを行うため、街歩き等を実施しました。

◦ 桜上水駅周辺地区街づくり協議会設立準備委員会（平成 19 年 7 月発足、会員数約 20 名）
世田谷区と杉並区の住民が一緒になって地区街づくりに取り組んでいます。設立準備委員会は会の運営等を話し合う幹事会を中心に、本年６
月の桜上水駅周辺地区街づくり協議会（仮称）の設立に向け、活発な話し合いを毎月行っています。地域住民の皆様の参加をお待ちしています。

◦ その他の地区の状況
現在、代田橋駅、上北沢駅、芦花公園駅周辺地区では、地元の皆さまによる街づくり勉強会が発足し、地区街づくりについての話
し合いが積極的に進められています。詳細は担当総合支所街づくり課までお願いします。

鉄道に関する
都市計画

各駅周辺
街づくり

構造形式の検討 都市計画決定 事業認可 

街づくりの検討 

都市施設 
（駅前広場・道路など）

地区ごとの 
まちづくりルールの運用 
（地区計画、再開発事業など） 

法定手続き
都市計画素案 

地区街づくり計画 
策定 

　　    ：協議会での検討区域

問い合わせ先  ●  交通政策担当部  鉄道立体・街づくり調整担当課　TEL：03−5432−2535　FAX：03−5432−3084

勉強会の様子 街歩きワークショップの様子 街歩きの意見交換の様子　


